
桝 田委員の おつ しやつた ことにかかわることなのですが、我々は前回、スペシヤ リス トと言 っ

ていたもの を、何 をもつてスペ シャ リス トと言 うか とい うことの定義について十分議論 していな

いように思います。例えば、ジエネラリス トのベースをつくつたといたします。このベースに、

例えば口腔ケアとか、リハビリとか、終末ケアとか、これからは医師は医師でしかできないもの、

看護は看護でしかできないもの、そういつた中で介護が生活、福祉の領域でさまざまなことをや

ってもらおうと:今 回のたんの吸引というのは最初めステツプだと思うんですね。さまざまなこ

とを、例えばリハビリプランを0丁 ,P丁 職がつくつたら、リハビリは介護福祉士がやっていこ

うという方向になつていくんだろうと私は思うんです 6

しかし、そのときにやるリハビリというのは、スペシヤリス トとしてのリハビリかどうかとい

うと、例えばそれを何百時間かけて勉強するといつたタイプのものではないのではないかと思う

んですね。そういつたことが、いわば山田委員の言葉で言いますと、小チームのリーダー、これ

はいわば現場の親方でありまして、まず腕がよくないといけない。単にチームワークをうまくで

きるだけではなくて、排せつのケアであるとか、認知症のケアであるとが、さまざまなことがで

きて、教えられる状態にあると。そのアつひとつを習得するごとに、何百時間の研修が必要にな

るということでは恐らくない。10時 間とかそれぐらいの研修だということにもしなるのであれば、

そのときにリハビリとか口腔ケアとか認矢口症モデルの終末期ケアとか、今までやれなかつたこと、

やるべぎことに取り組んでいつて、それ丁つひとつが100で も200で もないというのであれば、今

のこのジエネラリス ト的なものに一緒に乗つけるfあ るはオプションで乗うけるといつた形で専

門と言つた方が、これは、この間の囚委員が最初にスペシヤリス トとおつしゃって、私はジェネ

ラリス トが賛成だと否定して申し訳なかつたのですが、やはり専門とか認定と言つたときに、こ

ういう部分が入つていた方がわかりやすいという議論はあろうかと思うんですね。

ですので、桝田委員の話を聴いていて思つたのですが、介護福祉士のスペシヤリス トと言つた

ときに、今はまだ介護福祉学が十分成熟しておりませんから、一つひとつ取 り出すと、認知症な

んて当た り前になつているとおっしゃつていますが、どんどんいろいろなものが当た り前になつ

ていくと。でも、次の展開として、ここのおまとめにもありますけれども、本当の意味でのスペ

シヤリスト養成というのが来るのかもしれないですが、とりあえずベースとしてのジエネラリス

トがある6そ れ は介護福祉士会の ファース トステ ップ研修、いや、 これ は別に介護福祉士会の も

のではないですね、全社協のものともぃえない、どこのものかわからないですけれども、ファー

ス トステ ップ研修をコアに していただく。それで、いろいろな「温泉宿状態」を整理 していただ

くと。1更 に、スペシヤリス ト的な要素をある程度乗っけていくという発想が、国民の目にはわか

りやすい し、働いている側もわか りやすい。先ほど桝田委員がおつしやつたように、さまざまな

出なければいけない研修は、これがあると出なくていいんですよということは、非常にわかりや

すいのではないかなと思いました。

以上です。                |

○駒村委員長 どうもありがとうござし)ま す。

では、中尾委員お願いいたします。

９
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○中尾委員 現場の者として、今、山甲先生と桝田先生のお話を聴いて、また、今、介護福祉士

会の会長さんから説明があつたわけですが、私も介護福祉士会の一員であ_り ます。介護福祉士会

の研修を受けていて、私たち在宅で介護をやつている者としては、在宅の現場で起 こつているこ

とと、施設研修が主な研修内容ということにギヤップがありで ちよつと不満が、本当のところで

は残つてし
,る ゃけなんですね。なのF、 桝甲■生がおつしや.い ましたように、やはり在宅と施設

と分けるということは、私は大賛成です。施設と在宅ではおのずと介護方法も、体制も澤うわ |ナ

で、それを同じステツプの上に乗つけて研修をやつていくというのは、ちようとわかりにくいで

す。|ま た、介護福祉士会の方がこれだけの研修体制でやつておられるというのを、私、すみませ

々、再1言 し`まして、今初め下本ロソす
じ|:申 1訳

ございません。

4笑
1つ ておられますけれども、常に新間も米ますし、きちんと情報も取り寄せているつもりであ

りますが、現場の者は、実際、研修に行けるかとしヽうと、全然行けません。情報も来ませ
～

しt

研修べの申し込み方法もわかつていないというようなのが現状なんですね: , ′     ′

・それで、やはリスペシヤリストを目指さなければいけないと思つているのですけれども、それ

ぶ今、なかなか研修が受けられなし
)、

受けて
,ヽ
けないというのが、現状であります。

なので、今後、これを進めていく上では、介護福祉士を持つている、今もつとキャリアアップ

を目指したいと思つている者に対してわかりやすい体制というか、1も うとわかりやすい研修のあ

り方、在宅でもきちんと受けられるような体制にしてほしいというのが私の意見であります。

以上です。

'〇
駒村委員長 ではヽ廣江委員お願いいたします。     _      : 、

○廣江委員 私は、前段7月 までのときに、介護福祉士に至るまでのコースをどうするかという

ことを、これから最終的には案が出ると思うのですけれども、まずそこをベースにして新たな介

護福祉士像が出て くる と思 うんですね。それをべニスに して、働 きなが ら、そ して魅力あるステ

ップアップ してい くコースをつ くつていかなければいけないと思うています。

今、お話がいろいろ出ていますけれども、私は、このフアーストステツプの制度がかなりでき

ております:こ れは右干修正も可ですけれども、これプラス、介:護福祉士が今どこまでのレベル

でありt今 度の答中ででる介護福祉すのレベル (カ リキュラム)な のかを見た上でくファ=ス ト

ステツプもパニフエクトではありませんから、足さなければいけないものがあればそれに足して、

そしてそれを基礎コニスとして、そこから少しずうt在宅系のところに行きたい人とか、施設系

のし`ろいろなことをやりたい人とか、一応オールラウジドなことを積み上げた上に、今かかわる

仕事との関連があるような形で少し深めていくこともできると。そしてまた、自分が施設から在

宅に変わつたら、基礎ができていれば、またそこにそのコースを取り直しても行けるというよう

な形にすると(か なり取組みやすく、職場で働きながらでき取得に向かえるのではないかと思い

ます。        .‐                              .

介護福祉1士 の上のこの部分のところは、このファニス ト不テップ研修レベルtプラスアルフア

で履修しておいて、そこから少しずつ専門性を持ったものをやる。それをまた次、職場が変わつ

たり、自分のいろいろな環境が変わつたりしたら、また学んでいくことが、継ぎ足し学びができ
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るようなシステムにすると、私が働 く立場だつたら魅力があるなと思います し、そのように して、

自分の仕事にもプラスになるような制度にしたらと思います。

それで、本当にお願いしたいのは、厚生労働省各局でつぎはぎだらけでおや りになる制度だけ

は、もうこれを機にして絶対にやらないということを是非ここでお答えいただいておかないと、

現場は混乱 しますので、よろしくお願いしたいと思います。       |

○駒村委員長 ありがとうございます。

そうしましたら、すみません、田中先生、佐藤先生の順番でお願いいたします。

○田中委員 介養協でございますけれども、前回申し上げましたが、こういう新しい目標ができ

るということは、養成校として大変歓迎しております。それでいろいろ議論をお聴きしまして、

私たちのイメージは、要するに中堅の職員が現場に必要だろうということの認識がございます。

では、その人に一体何をしてもらうのかというところで、もう少し想定される資格に伴う職種の

の分析をする必要があるのではないかと思っております。

お聴きしていますと、管理職という方向性と専門職という方向性がちよつと混線しているよう

に思つているのですが、私は、'こ の性格からしますと、管理職というのは結果でありまして、む

しろこういつた専門的な知識や技術を現場で指導できる人を上位概念として置いたらどうかと`思

います。そもそも職能資格とぃうのはそういうものでございますので、成果主義ではなくて、研

修を受ければきちうとその職場で評価される、こういうシステムが人事ではないかと思つていま

す。 したが いま して、その研修 とか教育 とい.う ものをきちつと したものにっ くることが非常 に大

切 ではないか と考 えてお ります。それには、外部講師 とか、あるいは外部の教育機関を使 つて、

そして、それを9」 Tと どのように組み合わせていくかという仕組みをこれから考えていくべき

ではないかと思つております。

最後に、この中身でございますけれども、これは再三、私たちが申し上げているのですが、何

を専門職とするかということでございますが、新カリキュラムが始まりまして、やはり介護過程

というものの総合力を展開できる力がこれから求められる介護福祉士でございますので、そうい

ったものを中心にして、今度加わづた医行為ですか、あれは、私たちは医療的ケアと言つていま

すが、そういうものをどれだけこの新しい資格の人たちが指導できるのか。あるいは、将来の展

望でございますけれども、新 しいカリキュラムの理念は、簡単に申しますとリハビリテーション

ということが非常に大きなテーマになつております。現在、これは介護福祉士がやっていいのか

どうかというのは、法律的にはよくわからないのですね。しかし、身近な形の中でADLを 高め

ていくのが非常に大事なことでございますから、そういうこともきちんと指導ができるというよ

うなことを展望してはどうかと思つております。

したがいまして、我々教育機関としては、たくさんの人材を抱えておりますので、是非ともそ

ういう教育シス手ムをつくるときには、我々も大いなる協力をさせていただきたいと思つており

ます。

○駒村委員長 次に、佐藤先生お願いいた します。

○佐藤委員代理 佐藤でございますが、今、石橋会長のこの報告を見まして、非常に安堵しまし
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て、私 も、介護福祉士の資格,と い うのは非常にいい制度です し、推進 してい くべ きだ と思 います。

それ と、更にスーパー介護福祉士 としヽ うその存在 も意義があると判断 してお ります。

しかし、実態として、事業者側から見たときに、介護福祉士の資格を持つていても排せつ介助

をやつたことがないとか、大した食事がつくれないとか、事実そういうことが現実に起こる中で、

こういうように生涯研修手帳のような形で、と自ら経験 ,体験してきたことを、その専門団体な

り職能団体がきちんと検証している状態は、非常に好ましいし非常にありがたいなと感じました。

しかし、一方、介護福祉士の評価ということになつた場合は、事業をする上では、ある意味、

ヘルパーの資格でもいい、ある意味、管響者は、訪問介護の場合は特に資格を有しない。所長と

いう位置づけについてはですね。そこのところが、やはり入り日の段階で、この介護福祉士の資

格そのものの意味合いをちょつとばかしてしまつているかなという感じがしています。

私としては、;や はり所長というような管理的なところについても、そういう介護全体や、ある

いは利用者の状態とか、後ろに控える家族の支援的な、緩和的なものとか、そういつたことを理

解する者がある存在としてあるべきだと。それには、ある稗度、この介諄福祉士という資格、を持

った人たちがステップアップしていく中で、今、御議論もありましたけれども、f指 導者的な存在

での位置づけで、認定されるのか、取得されるのかわかりませんが、そういうことを評価するも

のがあるというのは非常にいいなと感じました。

しかし、御存 じのとおり、今日、資料も出ましたが、こういうものがきちんと評価されて職員

に報酬として還元されないといけないわけですね。報酬として還元させるためには、やはり介護

費にきちんとそれが乗らなければいけない。乗るために、今回の改定で特定事業所加算のような

行為が幾つかつけられましたが、現実にはそれを、介護福祉士をどんどん育成して、取つた方に

は手当をつけて事業運営の質を高めようという努力をしていつても、加算を取ろうとした段階で

は、利用者負担が増えるから、これについて加算を取つている事業者は選ばないのだとか、そう

い う実態 が後 ろに ある ことも御理解 いただ いて 、やは りその辺 の ところは うま く回 るよ うな仕 組

み をお考 えいただ きたいとい うのが、私の一つの意見で ございます。

もうすつは、このスーパー介護福祉士のあり方については、今いろいろな事業所や施設等々で

看護師でありますといろいろなものが包括される。例えば機能訓練加算は看護師がいれば、別に

理学療法士や運動機能副1練 士がいなくてもいいというょうなことがあります。そういうものをこ

のスーパー介護福祉士につければ、スーパー介護福祉士も、報酬云々とは別にした形のステータ

スが上が り、その資格の価値が非常に高まるよ うな気がいた しますので、そんな ところも御議論

いただければと考 えでお ります。以上です。

○駒村委員長 どうもありがとうございます。北村委員お願いいたします。

○北村委員 北村で ございます。

前段の ところ、スペシヤリス ト型 とジェネラ リス ト型で、石橋委員にお示 しいただいた資料の

中、そ この ジエネラ リス トの中でも、や つぱ り最後に知識 とか経験 と研修の受講 の結果で深 さと

広 さ、広 く浅 くみたいな差があるところだ と思 います。そ こでまた区分 けといいますか、暉分 し

な くてはいけないのかなという気が します。多分そ こは、今お示 しいただいた介護福祉士会、全

15



社協の研修制度中の200時 間というところを考えれば、それがうまくフィックス しているかどうか

ということだと思います。どこかで多分、カリキュラム上も分けられていると考えますが、そこ

の同 じような深さ、広さのところを、ジェネラリス トとしては、どこまでの幅ということを見極

めておく必要があるのだろうなというように考えております。

当然、在宅と施設、確かに研修場とかサー ビスの中身も違いますので分けるべきだと思います。

さらに、それは介護福祉士を駆得 してから分けるのか、今後、後で検討する課題ですが、そこに

至るまでのところで分かれていくのか、カリキユラム上で分かれているのかというような選択肢、

道筋を作るべきと考えます。多分、最初から分けて しまうと、在宅・施設、高齢者・障害者など

双方の人材の確保も含めて、流動性といいますか柔軟性という部分ではなかなか難 しくなるのか

なというような気が しております。

石橋委員にお示 しいただいた資料の中の、26カ 所で研修されて90万 人 ぐらい資格者がいらして、

実質は40万 人 ぐらい働いていらつしやるということです。その中の何人 ぐらいがお受けになって 「

いて、この200時 間、かなり受けやす く、100時 間 ぐらいは自前でできるとかという工夫もされて

いますので、その人数を教えていただければ時間数との受講の し易さのバランスが見えるかなと

いうような気が しております。

それ と、お示 しいただきま した質の評価のあり方ですが、先ほど御説明ありま した14ペ ージ、

これ を見ますと、当然、ベー不には働いている人、従事者がいるのですが、全体の中では事業所

のマネジメン トカ、その法人とが、いろいろな取組みというものが影響するということがあうて、

その上でジエネラリス ト、管理者 とかというものが成 り立っているのだろうなということにな り .

ます。もう少 し工夫をして、人の部分の研修制度と、それから事業所の判断、管理体制というと

ころと、これは少 し読み取れば多分出てくるのでtよ うけれども、事業所を見るなら、事業所は

やは り全体の研修力とか、マネジメン トカとか、組織の大きさみたいなところも随分影響 します。

そこのところもきちんと見極めて、人を見ていきながら全体、組織を見るという
.、 2方 向あるな

というようなところが気になつております。そこの工夫と整理をしなくてはいけないかなという

気が します。以上でございます。

○駒村委員長 ありがとうございます。ちょつと今ヽ石橋委員への質問があつたようなのですけ

れども、これはお答えできますでしようか。

○石橋委員 先ほど申し上げましたょうに、平成21年 度の段階では、状況がこちらの方に書いて

あります。大体、各支部、この受講をされる人数というのは20名 から40名 ぐらいとなつておりま

す。その人数については、は つき り具体的な数字が、今、幾つか とい うのは少 し忘れてお ります

けれ ども、大体、もう既に1,000人 を超えているとい う状況でございます。

0北 村委員 あ りが とうございます。              ′
        .

○駒村委員長  では、河原委員お願い します。

○河原委員 あ りが とうございます。ち ょつと感想 と意見です けれ ども、今も冒頭で議論が ござ

いま したが、ジェネラ リ不 卜なのかスペシヤ リス トなのか と前回出てきて、私 と してはち ょつと

び っ くりしたのですが、そ うい う考 え方で、専門の介護福祉士なんか をとらえようとされている
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のかなと思いました。

私は、藤井先生の今の説明で十分わか りま した し、藤井先生の意見に賛成ですが、もともとこ

の介護の更に上を目指す人というのは、広 く、もつと深 く、そういうものを兼ね備えた人だと私

はとらえておりますので、もしあるとするならば、ジェネラリス トという言葉の中には、既にも

うスペシヤリス トの言葉が内包 しているというようなつかまえ方を私はしております。前回そう

いう話が出て、今 日までいろいろ考えて、そんなふうな結論で私はとらえております。藤井先生

がそんなふ うにおつしやいま したのヽで、ちよつと安心 して、そういう方向なんだろうなと思つて

おります。

それと、前回と今日お示 しになつた資料 1の 1ページですが、前回、私も求め られる姿の論点

の中で、実践・検証 ,指 導ができる人ということを申し上げま したが、つけ加えをさ(せ ていただ

きたいなというのが、 2ペ ージロでは、こういつた「より高い知識・技術」を持つ介護福祉士は、

どのような分野についての研修が必要かということですが、私は、やはリリーダー論といいます

かtリ ーダニに必要な資質を十分に研修あるいは知識を獲得できるプログラムが是非とも欲 しい

なと思つてお ります。これは、私が組合のことでいろいろ相談に乗つたり、話をした り、講演を

した りしている中で、リァダーとの人間関係でつまずいて、あるいはリーダーの知識のなさでつ

まずいて人間関係が不和になつて辞める人もいます。結果として、チ=ム ヮークが悪くなり、利

用者あるいは家族の方に悪い影響を及ばしているという事実もございます。           |

私は、専門の介護福祉士というような方については、田中先生は「結果として管理職」とおつ

しゃいましたけれども、確かにそのとおりなのですが、やはり管理職になる確率が非常に高い方

だと思いますので、技術的なこと、介護に対してのいろいろな知識は勿論必要なのですが、それ

とは別にコミュニケーション能力とか、それから管翠職として、あるいはこれからチームワーク

に何が必要なのかということについて十分勉強できるカリキュラムが是非欲しいなと思います。

今 日お示 しにな った石橋先生の方の 8ペ ー ジに、コ ミュニケー シ ョン技術の応用的な展開とか、

中堅社員 と しての リー ダ=シ ップとが、介護職員の健康・ス トレスの管理 とかいろいろや つてい

らっ しゃるので、実はち ょつと安心 したのです けれ ども、こういつたものが、実は事業者 に任せ

るばか りではな く、 これか ら私たちがつ くるカ リキュラムの中にも是非 この リー ダー シツプ論 と

い うものを強 く入れていただきたいと思いま して、つけ加えさせていただきま した。以上です :

○駒村委員長 ありがとうございます。では、因委員お願いします。

○因委員 この間、いわゆる専門性の高い人をつくらなければいけなぃと言ったときに賛同して

もらえなくて、孤立化していたような気がして、大変つらい思いで帰りました。まず、突然ジェ

ネラリス ト、スペシヤリストという言葉が出てきましたが、この検討会で気をつけておきたいの

は、言葉をどのように使つて、その意味Jま 何なのかということです。先ほど桝田先生がおつしや

いましたが、そこがきちんとしてぃなくて議事録なんかでこれが流れていくときに、よつぱど読

み込まなければ意味がわからない、その言葉が何を指 しているのかわからないということではよ

くないと思うんですね。

私も資料を読み込んで―、説明を聴いた りしながら、「ああ、そういうことなのか」というのを
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理解できましたけれども、さつき中尾委員が「日本介護福祉士会三ュースが送られてきているが、

なかなか読み込めていな〈て、生涯研修のことを知らなかつたJと 言われていました。現場の人

は忙しくて読み込めない。ですから、できるだけわかる言葉でこの検討会のことを伝えていける

という努力をすべきかなと私は思うています。 ・

今日うれ しかつたのは、桝甲先生も、ゃはり違うんだ、介護の場面でそれぞれ違うんだという

ことを言われましたし、中尾さんも在宅と施設は違う、それから北村先生も在宅と施設を分ける

べきだと。現場で介護を担つていると、例えば訪間介護のところで言うと、利用者宅に行つてコ

人でする仕事なんですね。完全個別ケアをやつているんですよね。施設は、個別ケアをしながら

チームで介護をしているという場面の違いとかは,実 は大きいと思つているんですね。

ですから、どこからがスペシヤリス トで、どこまでがジェネラリス ト
.か

という、何か舌をかみ

そうな言葉ですけれども、それをどの時点で分けるかということです。今日は、日本介護福祉士

会ファース トステップのところまでがジェネラルで、それから上をスペシヤリス トにという言い

方もされていましたが、私は、教育のあり方をもつと徹底すれば、本当は国家資格を取った介護

福祉士の出発点がジェネラリス トで、それから上がスペシャリス トなのかな。教育の中身の問題

で、みんな頑張うて教育しているのですけれども、その辺を見直せば、もうちょつと、例えば日

本介護福祉士会が行つている初任者研修のところがジエネラルでもいいのかなと思つたりもして

います。以上です。

O駒村委員長 では、石橋委員と藤井委員の順でお願いします。

○石橋委員 介護福祉士の養成カリキELラ ムが平成19年 度に見直しされたと思いますが、その中

で介護福祉士の資格取得時の到達目標といたしましては、「介護を必要とする幅広い利用者に対

する基本的な介護をできる能力」とされておりまして、その中の項目の一つとして、「あらゆる

介護場面に共通する基礎的な介護・知識・技術を習得する」ということが示されており、特に今、

介護現場においては、小規模多機能など、施設か在宅かという二極化ではなくて、施設も在宅に

も共通 した能力をまず養つていく必要性が今の介護福祉士にあるのだろうということで、このカ

リキュラムの改正が行われ、教育内容が見直されたと思いますので、介護福祉士という資格を取

った時点では、施設、在宅に関わらず、基礎的な介護は一応どちらにも対応できるかと思います。

しかし、それ以上に高い能力、基礎的な能力をもう少し身につけるためには、先ほど日本介護福

祉士会が行つてい|る ようなファニス トステップ研修で総合的な力をしつかりと身につけて、
・
更に

基礎力を伸ばしていく。それから、更にそれぞれの専門領域の知識・技術を深め、その力を発揮

していく、そういう方向性ではないかなということを少し感じましたので、申し添えます。

○駒村委員長 で|よ 、藤井委員お願いします。

○藤井委員 因委員がまとめていただきましたように、在宅、施設は分けるべきだ、あるいは桝

田委員がおつしやつたような障害は分けるべきだという御意見が非常に多かつたので、一言、反

対の意見を言うておきたくて最後に述べさせていただきたいと思います。

福祉サービスの経営論の立場から言うと、在宅と施設では今、職員に求められている役割やス

キルはおつしやるように全然違つてきているわけなのですが、これは単に現にそういうサービス
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体系があ り、そ うい うサー ビスを提供 しているか らだけと私は思 つてお ります。 というのは、特

別養護老人ホーム は昭和36年 以来、基本的に同 じことをず つとや つてお りま して、桝 田委員に怒

られ ると思 うのですが、家族か らも地域か らも切 り離 して、そ ういつたお年寄‐りに対 してサー ビ

スをチームで提供 して尊厳だの何だの と言 つてお られると。

訪間介護は、いみ じくも因委員が、施設ではチームで、訪間介護は 1人 で行 くんですよとおつ

しゃいま したが、本当にそれでいいのだろうかと。本当は訪問介護も、今、国の方で言つておら

れるように、地域包括ケアということになつたときに、本当はチームで適時に行かなければいけ

ない、あるいは巡回みたいなことをしなければいけないといつたときに、今、皆さん在宅では無

理で、施設だt施設だとおつしやつているのは、やはり在宅の今のサー ビスのあり方にも問題が

あるのではないか。あるいは、施設には入 りた くないねと言つているのは、施設に入ると地域や

家族から切 りはがされてしまうと。

そういったような問題を解決 していくためにどういうサー ビスを提供 していくかと考えたとき

に、私は、施設 と在宅で本来求められるべき介護福祉の専門性は変わ らないのではないか、共通

しているのではないかと思います し、石橋委員の示された 8ページに書いている、少なくともこ

の 3つ の領域を研修 し、得られる「知」という、これを見て、これが在宅と施設で違 う、障害 と

違うとおうしやると、これ |ま ち―ょつと理解 していただくのは難 しいのではないかと思います。

ただ、私も、厳には、おつしゃつておられるように在宅と施設で求められているものが違 うと

か、′障害では違 うといつたことを無視 して制度をつくつていいものとは思いませんので、将来的

には一緒になるべ きものではないかなと、そういうふうに専門性というものはあるべきではない

かということで意見を述べさせていただきます。

○駒村委員長 あ りがとうございます。

ちょっとこの時間の議論、まだアプ甲―チのところで少 し差があると思います。ただ、短時間

で議論 しておりますので、よくよくお話を聴いていくと実は接近 していく可能性があるかもしれ

ませんので、ちょっとこの件については、もう二つ概念のところもきちんと整理 しておかないと、

意味 しているものがかなり違つて議論 している傾向もありますので、この概念整理とアプロニチ

のところについては、短時間の今の御発言だけでお互いに完全に真意が伝わっているかどうかわ

からない部分があ りますので、ちょつとこれは引き取らせていただいて、今のアプローチの違い

の部分については、少 し事務局で概念整理とアプロTチ の整理をしていただいて、完全に違 うこ

とを言つているのではなくて、す り合わせが可能なんだという形で、取 りまとめに向けて少 し作

業をしたいと思います。

それか ら、因委員がおつしやったように、このメッセージがわか りやす く伝わ らなければいけ

ないということがポイン トなので、これも含めて、わか りやすい体系図というので しょうかメッ

セージを、ちよつと事務局と相談 して進めていきたいと思います。   |      |

今日は、この議論はとりあえずここで一まとめさせていただいて、続きまして、議事 2の 介護

'福 祉士に至るまでのキャリアパスの在 り方に関しての議論に移 りたいと思います。

この議論を検討するに当た り、今回は現場の介護職員の方々にお越 しいただいております。準
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備がございますので少々お待ちください。

それでは、事務局より議事 2に ついての資料に関する説明とお越 しいただいた方々の御紹介を

お願いいた します。

○泉福祉人材確保対策室長 議事 2に つきま しては、資料といた しま して、資料 2と 資料 3を 用

意 しております 8

まず、資料 2で ございます。今回のテーマは介護福祉士に至るまでのキャリアパスの在 り方に

関する議論でございますがt現在、介護職員として働きながら介護福祉士を目指 している方の御

意見を、この検討会としてお聴きする場を設定 してはどうかと考えま してセットさせていただき

ま した。急なお願いにもかかわらず 5名 の方々にお越 しいただきまして大変ありがとうございま

した。個々の皆様の御紹介は、説明の都合上、少 し後にさせていただきま して、まず、議論の前

提とな ります論点につきまして説明させていただきたいと思います。

資料 3を ごらん ください。今回の議題ですが、「介護福祉士に至るまでのキヤリアパスの在 り

方に関する論点」でございます。事務局で論点の提示をさせていただきました。

まず、資料 3の 1ぺニジロの上の○、介護福祉士に至るまでのキャリアパスを検討していく上

では、多様な経歴の人々が介護の仕事に参入できるように間口を維持 しつつ、段:階 的な技能形成

を可能にすることで、量の確保と資質の向上が両立できるようにすることを基本とするというこ

と。これは中間まとめでいただぃた内容でございます。

その上で、以下の点についてどう考えていくべきかということで、①と②で提示させていただ

きました。 1つ は、働きながら段階的にステップアップできるような研修体系のあり方、それか

ら、②といたしまして、介護職員の方々が身近な地域で無理なく効率的に学習できるよ―うな仕組

みづくり、このような論点についてどう考えているかということだと思います。

そうした論点に入ります前に、現在、介護職員として現場で働いておられる方々の御意見をま

ずは伺い、その御意見について委員の方々から若千の質疑をお願いできればと思つております。

資料 2を ごらんください。「介護職員の方々からのヒアリジグにういて」と題 してございます

が、あらかじめヒアリング事項といたしまして以下の点をお聴きするようにお願いしております。

特に、介護福祉士の資格取得につきまして、前回の法改正では、介護福祉士の試験を受験するた

めに.6カ 月 (600時 間)以上の研修を受けなければならないとされている点、また、働きなが らで

もそうした研修を受けるために必要と考える支援策についてお考えを特にお伺いしたいとあらか

じめお願いしてございます。

後回 しになりま して大変失礼いた しま した。本日、御意見をいただきます介護職員の方々でご

ざいますが、二十音順にお名前を御紹介 したいと思います。

宇和島介護保険事業所の井伊江梨子様。

特別養護老人ホ=ム江戸川光照苑の澤田裕太様。

豊玉北デイサービスセンターの藤澤美樹様。

和の輪の松岡泉様。

グループホーム麻生の村田茂様でございます。
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お忙 しいところ大変あ りがとうございます。

以上の方々で ございます。

0駒村委員長 それではてお越 しいただいた介護職員の方から、資料 2の ヒアリング事項に沿つ

て発言をお願いいた します :

なお、時間の都合もございますので、お 1人 t大変恐縮ですけれども、 3分程度の 目安という.

ことでお願いしたいと思います。

井伊様からお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

○井伊氏 初めまして、井伊江梨子と申します。愛媛県宇和島市社会福祉協議会でヘルパー とし

て働 き 5年 目となりました。ヘルパーとしては、初めはパー トとして働いておりま したが、契約 :

職員となり2年半となります。私も含めて約50名 のヘルバーがいます。

以前は専業主婦として生活しており、子育てをし、普通の専業主婦でした。

受けたことがある主な研修は、認知症、感染予防、コミュニケーション技法、精神障害の方に

対 しての援助方法と技術向上の研修等です。

キヤリアロ標については、介護福祉士の資格を取得 したいと思つていてt現在、勉強中です。

来年 1月 の国家試験を受ける予定です。将来は、職場のリーダーも目指 したいと思つています。

介護福祉士の資格取得については、働きながら600時間の研修を受けⅢくてはならなくなること

は、現状としては大変厳 しいと思います。人手不足もあり、また勤務も不規則なため、勉強する

時間も少ない状況です。実務経験を何 らかの形で配慮 していただけたらと願います。ヘルパニと      !

して質の高いサービスを提供できるようになりたいという思いは強 く持つています。

600時 間を働きながら研修を受けられるようにするために望むことは、自分の身近な地域で研修

が受けられるような体制を整えてほ しいと願つています。研修に必要な費用等は支援 していただ     |

ければありがたし`と思います。また、研修を受けている時間も勤務として認める取扱いとしてほ

しいです。通信教育ができれば、不規則な勤務でも不安なく研修が受けられると思います。

以上です 6

0駒村委員長 ありがとうございました。

では、続けて澤田様、よろしくお願いいた します。

0澤 田氏 ただいま紹介にあずか りました社会福祉法人光照苑特別養護老人ホーム江戸川光照苑

で勤務 しております澤田裕太と申します。よろしくお願いします。

私は、介護を始める前は物流関係の仕事に就いており、主に営業事務を行つていま した。パソ

コンと向かい合う時間がほとんどで、大学時代に教員の免許を取得 しており、人と接 したいとい

うことや自分や妻の両親、祖母がまだ健在で:そ の将来のことや介護の将来性などを考えて介護

士を志 し、働きなが らホームヘルパー 2級 を取得 し、 1年 半ほど勤務 しております。今後も介護

の仕事を続けていき、将来的には高い専門性を持つた介護福祉士を目指 していきたいと思つてお   ｀

ります。リーダーとして、質の高い介護職員を育てていき、 2年後の介護福祉士試験 を目指 して  ,

日々研さんをしております。

主に出席 した研修は、新人教育の研修であつた り、苑の研修に参加 しております。

９
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600時間の研修の問題についてですが、はつきりと結論から言わせていただくと、現場で働く身

としては、やはり実務の経験 3年 の現状の制度で行つていただきたいなと思つております。その

理由としてなんですけれども、ほかの職員にも何名か聴いており、やはり研修を行うことは厳 し

い、働きながら受けるのは難しい、仕事を辞めて他業種も考えていくかもしれないといつた意見

や、現場のことをきちんと考えてほしいなどの意見をいただいております。

そのほか、自分のことなんですけれども、やはり時間的な問題であつたり、家庭の経済的な問

題に影響が出てくるので|ま ないかと考えています。私は結婚しており、今現在は子どもがいない

のですが、やはり将来的には子どもを望んでおりますが、給与が18万 円程度の給与で、このまま

働いていても将来的に不安があることは事実であり、この上、研修にかかる費用を捻出するのは

実質的には不可能かなと考えております。

研修に出ると夜勤も減ってしまい、その手当も減少することで、更に経済的にも厳しいと考ぇ

ております。そのため:将来的に、今、勤務している光照苑でキャリアアウプを断念せざるを得

ない状況になることは違けられないと考えております。  
「

また、休みを利用して研修を受けることなども考えてみましたが、日々の業務でほとんど座る

暇もなく走り回つているような状況で、ほかの職員とかもそうなのですが、疲労しており、その

上、休みに研修に行くのは余りに酷ではないかと思つております。また、仲間の介護職員の中に

は40歳 を超える方たちもいるので、その方たちにとつては更に厳しい状況だと考えております。

研修を受けるために支援を考えていただきたいのは、1経 済的な負担をなくすために、現状の給

与が保証されるような支援策や研修費用について支援されることがなくては難 しいと思つており

ます。また、研修により、職員が不在の間に、他職員への負担の軽減や円滑な業務、人間関係を

継続するための支援策も欲 しいと思うていますが、代替の職員や派遣の方が来 られても、施設方

針であつた り、そこを使つている利用者の特性なども個々にあるため、理解するまでの育成に時

間がかかつて しまうため、す ぐにそこの現場で戦力になることは難 しいと思っております。その

ため、他の職員や施設に負担がかかつてしまうことが明白であると考えております。

以上のことを踏まえて、従来どおり3年 実務での介護福祉士の資格取得に していただきたいと

強 く思つております。以上です。

○駒村委員長 ありがとうございます。

続きま して、藤澤様、よろしくお願いいた します。

○藤澤氏 藤澤と申します。よろしくお願いいた します。

現在、ジヤバンケアサービス東日本のデイサー ビスセンタニで生活相談員をさせていただいて

います。私は、この高齢者福祉の世界に入 りまして 8年 ほどたちます。当初は子ど
:も

の教育現場

や地域での問題、また子どもたちが置かれています家庭環境など、幾つもの問題を見ま して、是

非社会福祉士を目指 したいと社会福祉士取得に向けて勉強中で した。大学在学中に具体的に現場

に出て仕事が したいと思いま して、高齢者の入所施設:有料老人ホームに就職 しまして、そち ら

で仕事を しながらの社会福祉士取得となりま した。やは りとても長い道の りで、仕事をしなが ら

資格を取 つていくというこの現実というのはとても厳 しいもので、経済的にもとても厳 しく、休
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